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No.10   主題：アメリカが悲しむ時 /サミュエル・バー
バー『アニュス・デイ（Agnus Dei）』国吉
作品：《鯉のぼり》1950
No.11   国吉が愛した歌曲/スティーブン・フォスター
『Jeanie with the Light Brown Hair』/国吉作
品：《恋人たちの道》1946



























































/～ 3000円：22.6 ％ /～ 10,000円：5.8 ％ /～
20,000円：６％
（エ） オンライン講義の準備に要した時間　６時間：
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No.10   大島での講義から愛生園へ（ハンセン病強
制隔離をテーマに設定）
No.11   朗読「入所児童の手記」（長島愛生園歴史館
資料を岡山大学演劇部が朗読）
No.12   岡山大学名誉教授が語る昆虫の世界「鳴く
虫のお話」
No.13   岡山でSDGsを考える　岡山市の描く保健福
祉（岡山市担当職員への取材）
No.14   文化の保存に関すること～ 熊本震災被災地
での活動から




No.16   岡山でSDGsを考える　萩原工業が示すリサ
イクル社会
No.17   国吉康雄を知っていますか？　国吉型・対
話探究鑑賞法という提案
No.18   国吉康雄の「アート×歴史」を題材としたプ
ロジェクト　岡山大学大学院生のアプローチ
No.19   瀬戸内の景色となること・ベネッセアート
サイト直島の挑戦
No.20   進め !!クリエイティブゲーム振興会 ゲーム
制作を通して学ぶ物語の作法
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創造工作センター /岡山大学Junko Fukutake Hall/
岡山大学創立五十周年記念館 /岡山大学附属図書館
中央図書館 /株式会社協同プレス /株式会社山陽新















































































































研究・資料協力　アートベース百島 /Tom Wolf（Bard 
College）/井原市田中美術館 /小澤律子（旧国吉康
雄美術館）/笠岡市竹喬美術館 /公益財団法人大原美






山陽放送 /RNC西日本放送 /NHK宇都宮放送局 /エ
フエム岡山 /エフエムくらしき /エフエム栃木 /OHK
岡山放送 /岡山県教育委員会 /岡山県郷土文化財団 /
岡山市 /岡山市教育委員会 /Oniビジョン /KSB瀬戸
内海放送 /産経新聞社宇都宮支局 /産経新聞社岡山
支局 /下野新聞社 /高梁市教育委員会 /高梁市成羽町
観光協会吹屋支部 /玉野市 /玉野市教育委員会 /TSC
テレビせとうち /東京新聞宇都宮支局 /とちぎテレ




















































































19 Visual Thinking Strategyの略で，1980年代に心
理学者のアビゲイル・ハウゼンとニューヨーク近
代美術館によって開発された鑑賞法。
20 Tom Wolf『The Artistic Journey of Yasuo 
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ネットワーク /長尾醤油店 /ホテルヴィアイン岡山 /
ホテルグランヴィア岡山 /ホテルマイラ /みるを楽
しむ！アートナビ岡山
全事業制作　（一社）クニヨシパートナーズ
─────────────
1 1889年岡山市北区出石町に生まれ，1906年単身
渡米。アジア系移民として終生アメリカの市民権
を得られず過ごすが，アメリカを代表する洋画家
であり，社会活動家，教育者としての側面も持つ。
1953年アメリカで死去。近年，保守化と分断が
進むアメリカで再評価されている。
2 作品点数は油彩など，所謂「一点もの」の作品だ
けで，63点（2019年１月現在）にもなり，デッ
サンや版画などは600点に近い。これらを所蔵す
る団体も，岡山県立美術館，大原美術館，竹久夢
二郷土美術館，中国銀行，山陽放送など，岡山を
代表する施設，団体がある。
3 （公財）福武教育文化振興財団と（公財）福武財団，
（株）ベネッセホールディングス
4 瀬戸内国際芸術祭2019の一環として，2013年３
月20日−６月９日に直島にあるベネッセハウス
ミュージアムで開催。20,000人が入場。
5 才士による出石町住民に対する聞き取り調査や，
国吉康雄の作品を鑑賞し，自由に対話を重ね，意
見交換が行う出石国吉康雄勉強会，勉強した成果
を発表する「国吉祭」を行った。
6 国吉康雄コレクションの中でも福武財団が管理す
る「福武コレクション」は，作品・資料約700点
で構成され，世界最大規模の国吉コレクションで
ある。
7 アメリカの国立美術館，スミソニアン・アメリカ
ン・アートミュージアムで，2015年４月２日～
８月29日の期間で開催。400万人を動員した国吉
没後最大の回顧展。
8 肉を包むブッチャーペーパーに，水・アラビアゴ
ム・蜜などで溶解した不透明な水彩絵具で描かれ
た。国吉が賞賛とバッシングの渦中の頃に，強制
収容された日系人へのチャリティーイベントで描
かれた。
9 絵画保存修復家の岩井希久子が修復を担当した。
10 2016年６月３日～７月10日に横浜そごう美術館
で開催。18,871人が入場。
11 2017年10月７日～ 12月24日に和歌山県立近代美
術館で開催。4,279人が入場。
12 「2.3　国吉祭 国吉祭とは何か」参照
13 WAFUNIFは国連本部内に拠点を置き，1978年
に国連憲章第71条に準拠して設立された国連直
属のＮＧＯ。国連組織でインターン，研修生を務
めた人材で構成される。国連や国連組織への就職・
インターン派遣の窓口となり，国連の各組織を活
性化すること理念とする。
14 「国吉祭2016」から昨年の「国吉祭2020 オンライ
ンスタディーズ」まですべてを，岡山県との共催
